


十五所遺跡は甲府盆地西部の中巨摩郡櫛形町に所在し、櫛形山を望む御勅使川の大扇状地

に位置しています。本遺跡の発掘調査は、中部横断自動車道の建設工事に伴い、平成6年度

から実施され、平成8年度で調査方F完了する予定であります。この報告書は、平成7年度分

の調査の概要であります。

今回の調査では、 I区において弥生時代後期の方形周溝墓2墓、 E区においては古墳時代

前期の住居跡2基の遺構がみつかり、それらに伴う壷や蓄などの多くの遺物が発見されまし

た。方形周溝墓は昨年度の調査で確認された7基とあわせると、全部で9基の方形周溝墓が

確認されたことになり、これだけまとまった方形周溝墓群は富士川以西の峡西地域で初めて

の発見例となります。

十五所遺跡のすく南側には村前東遺跡があり、この遺跡からほ間司年代の集落跡や大量の

遺物が発見され、ともに峡西地域の弥生時代研究の基礎になる考古資料と思われます。いず

れは、平成6年度からの発掘調査の成果も一間の報告書にまとめたいと考えておりますが、

今回の調査概報も多くの方々の研究の一助になれば幸いであります。

末筆ながら、種々ご協力を賜りました関係機関各位、地元の方々並びに、整理に従事して

いただいた方々にあっく御礼申し上げます。
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1 .この本は1995年度(平成7年度)に実施した山

梨県中巨摩郡櫛形町十五所に所在する十五所遺

跡の発掘調査の概報です。

2.発掘調査は、中部横断自動車道・甲西バイパス

の建設によって行われた緊急調査で、山梨県教

育委員会が日本道路公団の委託を受け、 U民4県

埋蔵文化財センターが調査を実施しました。

3.この本の帯i筆・編集は米田明訓-大庭勝が行い

ました。

4.十五所遺跡の発掘調査に関係する出土品(土

器・石器類)・図面・写真などは一括して山梨

県埋蔵文化財センターに保管されております。



1 .調査の経過

遺跡は中部横断自動車道の建設に伴い、平成6年度から調査が開始されました。調査は第

1図のように、県道甲府-櫛形線から北へ150mいったところの町道まて輸を I区、その町道

から北へ約50mいったところの町道まて輸の間をE区と、調査する区域を決めました。本年度

の調査は I区の昨年度未調査分およびE区をおこないました。調査期聞は平成7年度4月10

日~12月26日で、調査面積は9800m2です。本年度は I 区の南半分の第 I 層(弥生時代後期の

方形周溝墓が発見された

士層)と第E層(弥生時代

中期の土器が出土した土

層)を調査し、またI区の

第I層(古墳時代前期の住

居跡が発見された土層)の

調査をおこないました。

南側の第I層は地表面

から約2m程度下に掘っ

たところです。この土層

は小石が少し混ざった粘

土層で、所々に砂楳が混

入している箇所も見られ

ました。この土層から昨

年度の調査で発見された

同じ時代の方形周溝墓2

基が発見されました。ま

た方形周溝墓の溝状遺構

の中に、葬送の儀式に使
第 1図遺跡調査区

用されたと考えられる土器が大量に出土しています。それらの土器のなかには、昨年度の調

査で出土したものとおなじように、ほぽ完全な形に復原できる壷や輩、高さ15cm租室、直径

10cm程度の小型の畳などが出土しました。

第E層は第I層から約 1m下lこ掘ったところです。土層は粘土層で、この土層が弥生時代

中期頃の地表面だったことが、この土層から出土した土器の形式によって考察できます。



所々に焼土跡や炭などを検出しましたが、住居跡を発見することはできませんでした。

第E区の第I層は地表面から約70cm祖霊下に掘ったところで、 I区の第I層の土層に比べ

ると比較的浅いところです。この土層はあつい砂醗層に挟まれていて、遺跡が御勅使川扇状

地に位置していることをうかがわせます。ここからは古墳時代前期の土器が出土していま

す。またこの土層から4号住居跡がI区の東端で確認されました。その住居跡から炉の跡が

存在していたことを示す焼土跡が見つかり、またその住居に住んでいた人々が生活に使用し

たと考えられる土器のかけらがいくつかにまとまって出土しています。

2 .遺跡をとりまく環境

十五所遺跡は甲府盆地西部、御勅使ハ|扇

状地扇端部の南側の中巨摩郡櫛形町十五所

に位置し、遺跡がある標高地点は海抜約

290mです。この御勅使川扇状地は櫛形町

の北西に位置する白根町から南東の方向に

向かつて広大に展開しており、その規模は

日本最大級といわれています。この緩やか

な傾斜地に当遺跡を含め、平成元年度~平

成2年度に行われた訪掘調査によって発見

された遺跡が10遺跡ほど点在していま

す。(第2図参照)

1、七ッ打C遺跡(近世)

2、十五所遺跡(弥生中期、後期、古墳

前期)

3、村前東A遺跡(弥生、古墳、奈良、

平安)

4、新居道下遺跡(弥生、古墳、奈良、

平安)

5、二本柳遺跡(弥生、古墳、平安、中

世、近世) 第2図 甲西バイパスの遺跡群



6、向河原遺跡(弥生、中世、近世)

7、油田遺跡(弥生、平安、近世)

8、中田川遺跡(弥生、古墳、平安、中世、近世)

9、大師東丹保遺跡(弥生、古墳、平安、中世、近世)

10、宮沢中村遺跡(近世)

3.発見された遺構・遺物

今年度の発掘調査では I区南側で弥生時代後期の方形周溝墓が2墓、弥生時代の住居跡 1

基、E区で古墳時代前期の住居跡 1基が発見されました。方形周溝墓は昨年度に7基確認さ

れましたので合計9基の方形周溝墓が十五所遺跡て・見つかったことになります。9基ものま

とまった方形周溝墓の発見例は富士川以西の峡西地域で、十五所遺跡力T初めての発掘例とな

リます。

方形周溝墓と呼ばれる遺構とは、死者を埋葬した主体部と呼ばれる四角形の盛り土部分

と、その主体部のタH則を溝状遺構で囲んでいる遺構で、弥生時代後期~古墳時代前期にほぼ

全国的にみられた墓跡です。十五所遺跡の方形周溝墓は弥生時代後期(今から1800年くらい

前)に作られた墓跡であると考えられます。また方形周溝墓の溝状遺構には 1ないし 2つの

土橋の施設が存在します。これは主体部を完全に溝で囲むのではなく、一部の部分を掘り残

しておくものです。この施設は葬送を行う時に墓の主体部に渡るための施設であると思われ

ます。

・写真 1 北側上空からみた 6号、 8号、 9号方形周溝墓

写真は十五所遺跡I区南側の区域

の調査の様子です。上空からみると

方形周溝墓が大きな遺構であること

創立っきりわかります。写真の右手

に見えるのが十五所遺跡で一番大き

な6号方形周溝墓です。その大きさ

は一辺の溝状遺構の長さ力T約18m程

の規模です。左手にみえるのが9号方形周溝墓、6号方形周溝墓の南隣りにあるのが8号方

形周溝墓です。8号方形周溝墓の一部が県道甲府・櫛形線の下に埋まっています。試掘調査

によって県道の南側にも方形周溝墓の存在が確認されています。



-写真2 西側上空からみた 8号方形周溝墓

8号方形周溝墓は I区の南

端に位置します。各溝の幅は

東約1.6m、西1.65m、北

1.6m、南2m、溝状遺構の一

辺の長さは西10.75m、北9m

(東、西の溝状遺構の一部が

県道甲府櫛形線の下にある

ため詳細が不明)です。土橋

はおそらく南東の位置(県道 l 

甲府 櫛形線の下)にあると考えられます。溝内側の規模は9.5mx11.5mのほぼ正方形にな

ります。溝状遺構はU字状に緩やかな傾斜で掘られています。出土した遺物は土器類で西側

の溝の中と南西の溝の中に多く出土しています。そのなかに小型の壷形土器が含まれていま

す。なお溝状の内側から埋葬施設、遺骨、 副葬品などはPっかリませんでした。

-写真 3 東側上空からみた9号方形周溝墓

9号方形周溝墓は I区の東

端に位置しています。各溝の

幅は東約1.75m、西約2m、南

約1.5m、北約1.5m、溝状遺

構の一辺の長さは東13m、西

11 m、南12m、北10.5mで

す。土橋は北西の位置にあり

ます。周溝墓の溝内側の規模

は10mx9mのほぼ正方形にな

ります。また周溝墓の南側に3号住居跡が確認されています。溝状遺構はU字状に緩やかな

傾斜で掘られています。出土遺物は8号方形周溝墓の溝の中から出土した土器と同じような

小型の土器が多く、西側の溝と南側の溝の中から集中して出土しています。8号方形周溝墓

と同様に、 9号方形周溝墓の溝の内側からも埋葬施設や被葬者の遺骨、副葬品などを確認す

ることができませんでした。



- 写真5 3号住居跡

-写実4 東上から見た 9号方形周溝墓

南側溝状遺構

9号方形周溝墓の南側の溝状遺構です。

写真を見ると溝状遺構の中にいくつかの土

器が出土している様子がわかります。9号

方形周溝墓は南側の溝状遺構と西側の溝状

遺構にまとまって出土しますが、なぜか東

側にはあまり出土しません。

なせ南側と西側の溝状遺構に土器が集中

して出土したのでしょうか。おそらく盛土

の南側と西側に祭壇などの施設があってそ

こに供えられた土器が溝状遺構の中に落ち

込んだものと思われます。

南

3

溝

ま

、

を

柱

確

方

期

の

炉

を

。

周

い

-m
形

、

つ

は

時

型

く

跡

す

形

て

2

方

で

4

期

い

大

ら

居

で

方

し

♂

丸

居

が

時

古

ら

そ

住

の

号

置

の

隅

住

跡

。

も

か

お

号

も

9

位

取

い

の

の

た

り

E

は

3

た

は

に

£

近

式

。

し

よ

床

れ

は

み

跡

側

聞

に

穴

万

ま

墓

ゆ

こ

真

ら

居

南

規

形

竪

却

れ

蕎

陣

判

た

付

さ

周

東

た

上

号

墓

す

小

し

穴

認

形

南

し

の

ま

跡

れ
居

さ

住

出
の

検
こ

が
。

痕

す

炭

ま

に

れ

央
わ

中
思

の

と

跡
の

居
も

住

の

た

わ

ま
晴

れ

れ

部

法

一

同

地

れ

い

M

d

し

思

口

批

土

と

創

出

出

嚇

山

川

町

広

時

」

」

裏

主

た

炉

弥

寄

姐



-写真6

4号住居跡

I区の東端A-

5、A-6グリッド

から 4号住居跡が

見つか っていま

す。 4号住居跡

は、4.01m x 4.03m 

の規模でほぽ楕円

形の形を取ってい

ます。I区は砂傑

層が多く、この地域の水害が激しかったことを伺わせます。そのためか4号住居跡の床面も

残リの状態が悪く、八、ソキリ していません。また柱の穴も確認できませんでした。床面の中

央部に若干の焼土跡が確認されました。おそらく炉の跡だと考えられます。南側から土器片

がまとまって出土しております。

-写真? 8号方形周溝墓西側溝状遺構断面図

8号方形周溝墓

の西側溝状遺構の

断面図です 。ま

た、この断面図か

ら溝状遺構がU字

型に掘られている

ことがわかりま

す。溝状遺構の深

さは約70cmで、 2

つの土層が溝状遺

構に埋まっていた

ことがわかりまし

た。断面に台付き蓋形土器の一部が出土しています。



-写真 8 8号方形周溝墓から出土した小型土器

8号方形周溝墓の溝状遺構から小型の壷形土器がほほ完全な形で出土しました。土器の高

さ力T約11cm程度、直径5cm砲支の小さな土器です。8号方形周溝墓ではこのような土器か百

側の溝状遺構に集中して出土しておリます。このような土器をミニチュア土器といって、お

もに祭紀儀礼の儀式に使われた土器と思われます。

-写真9 9号方形周溝墓から出土した小型土器

方形周溝墓の溝状遺構から

多くの土器が出土しました。

写真の土器は小さな台付童形

土器です。この土器は大きな

台付蓋形土器を模倣して作ら

れたものと思われます。写真

7の土器のように、十五所遺

跡では、方形周溝墓の溝状遺

構の中からこのような小型の

土器が多く発見されました。おそらく写真の土器も方形周溝墓で葬送儀礼が行われたときに

使用された土器だと考えられます。



-写真10 3号住居跡から出土した大型の壷形土器

この大型の壷形土器は3号住居跡の南東の隅から出土しました。壷形土器はその容器の大

きさから食料を貯蔵するための土器と思われます。土器の下半分のかけらが出土しました

が、上半分のかけらがないため、この土器の正確な大きさがわかりませんでした。

-写真11 第 I区の調査風景

手がんなで土の表面を

平らに、 きれいに削って

土の性質や色の違いを観

察しています。土の色が

周りと違う箇所を見つ

け、そこが明らかに人工

的な形であれば、そこに

遺構があると考えます。

十五所遺跡で確認された

方形周溝墓では小石が混

さ‘った黒色の粘土性の土

の色が溝状に観察されま

した。



。
20cm 

6図 9号方形周溝墓出土土器(1/4) 
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4 .まとめ

十五所遺跡では平成7年度の発掘調査により、 I区第1f曹で弥生時代後期の方形周溝墓2

墓、弥生時代の住居跡1墓が、それよりも下の層になる第E層では弥生時代中期の土器片が

多数、炭痕、炭化した木、黒曜石、石鯨などが出土しました。しかし住居跡などの遺構を確

認することができず、第E層の出土状況は遺物が見つかったのみとなります。

一方I区では古墳時代前期の住居跡1基が確認されています。 E区は全体的に砂傑層が多

く、遺物や遺構が含まれる土層の分布も狭いことがわかりました。また見つかった住居跡も

床面の残りがハ、ソキリしておらず、いくらかの砂蝶が入っていました。おそらく当時この地

域は水害をうけたものと考えられます。

方形周溝墓は昨年度の調査によって確認されたものを含め、合計9基の方形周溝墓が確認

されたことになります。富士川以西の峡西地域で、これだけのまとまった方形周溝墓が確認

された例は十五所遺跡が初めてのケースとなります。大量に出土した弥生時代中期~古墳時

代前期の遺物は、この地域の研究における重要な資料となるものと考えられます。

さらに、十五所遺跡から県道甲府・櫛形線の南側にある甲西バイパスの建設予定地(以前

の土地未買収区域)の罰掘調査が平成7年度11月21日---11月29日に行われ、十五所遺跡の方

形周溝墓群と同様に複数の方形周溝墓等の存在方F明らかになりました。またその南側には村

前東遺跡があり、この遺跡から十五所遺跡と同時期の水田跡と集落が発掘されています。両

遺跡を検討することによって、儀式(葬送)の場である方形周溝墓群、生産の場である水田

跡、生活の場である集落跡と、弥生時代後期のムラの様相を考えることができるものと思わ

れます。今後の平成8年度の発掘調査と整理作業によって得られる新しい成果に期待したい

と思います。
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